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2010年度（社）日本雪氷学会 北信越支部大会

日 時： 2010年5月15日（土） 10:00～20:30 

場 所： 小千谷市民学習センター楽集館 
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低温核生成による初期氷晶の形態

島田　亙、稲垣孝一（富山大・理）

1.　はじめに
雪結晶は氷晶から成長するが、氷晶は通常六回対称性を持っている。しかしながら南極などの
寒冷域では、六つの辺の長さが異なる「不等辺氷晶」がみられ、三角形の氷晶が見られることも
ある。これらの不等辺氷晶の発生機構としては、初期形状が三角形であるという考え方と、らせ
ん転位などの欠陥による成長速度の差が原因であるという考え方があるが、成長初期の氷晶形状
を詳しく観察した例はない。

2.　実験装置・実験方法
アイスクリームストッカーを循環型クラウドチャンバーとして利用し、－4℃から－14℃の過冷
却水滴に「エアーキャップ」「液体窒素」「ドライアイス」を用いて氷晶を核生成させた。それぞ
れの核生成時の温度は、おおよそ－60℃、－70℃、－100℃であった。核生成後、新たに製作した
サンプラーを用いて氷晶を採取し、顕微鏡とデジタルカメラで観察・撮影した。

3.　実験結果・考察
雲の温度・核生成の方法を変えて、氷晶を発生させた。発生した氷晶の形状を16種類に分類し、
核生成の種類・雲の温度の依存性を調べた。その結果、不等辺氷晶は、核生成温度・雲の温度が
下がるにつれて発生頻度が増加することがわかった。

　　Fig. 2　顕微鏡で観察した不等辺氷晶

　　　　Fig. 1 観察された不等辺氷晶の形状分類

次に、六つのプリズム面のそれぞれに欠陥が存在する確率を仮定し、どのような形状の氷晶が
生成するかを予想し、実験結果と比較した。実験での観察結果では三角氷晶が卓越したのに対し、
確率論からは三角氷晶の割合は非常に小さいことがわかった。したがって、三角氷晶の生成には
別の機構が関わっている可能性が考えられる。

Reference: Yamashita, A., 1973, On the Trigonal Growth of Ice Crystals, J. Meteor. Soc. Japan, 51, 307-317.
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4 Y. Nohguchi et al., 1997 Granulation of snow. Snow Engineering:Recent Advances, 167-170.
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